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№
４
２
（
一
九
七
九
年
一
月
一
・
一
一
日
合
併
号
）
か
ら

№
７
６
（
一
九
七
九
年
一
二
月
二
一
日
）
ま
で

№
４
２
（
一
九
七
九
年
一
月
一
・
一
一
日
合
併
号
）

◇
巻
頭
言
◇
社
会
党
は
社
会
革
命
の
党

わ
れ
ら
、
な
に
を
な
す
べ
き
か

―
現
情
勢
と
組
織
づ
く
り
―

大
内
力
氏
の
新
〝
社
会
主
義
〟
論
批
判
①

―
「
宇
野
理
論
」
の
自
己
否
定
？
―

「
中
期
経
済
政
策
」
の
経
営
参
加
論
批
判

―
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
共
同
決
定
」
の
実
態
―

マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
と
は
何
か
（
二
六
）

社
会
主
義
革
命
の
根
本
問
題
―
「
構
造
改
革
論
」
と
社
会
党
の
課
題
①
―

増
刊
号
好
評
発
売
中
◇
定
価
四
○
○
円

社
会
党
『
中
期
経
済
政
策
（
第
一
次
試
案

』
批
判
の
決
定
版
！

）

№
４
３
（
一
九
七
九
年
一
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
「
賃
金
問
題
研
究
委
報
告
」
の
意
味
す
る
も
の

「
中
期
経
済
政
策
」
の
基
本
問
題

国
際
情
勢
へ
の
基
本
視
点

社
会
党
の
現
情
と
第
四
三
回
党
大
会
に
つ
い
て

「
自
由
」
な
資
本
主
義
、
永
遠
な
れ
？
！

―
大
内
力
氏
の
新
〝
社
会
主
義
〟
論
批
判
②

◇
増
刊
号
好
評
発
売
中
◇
定
価
四
○
○
円

社
会
党
『
中
期
経
済
政
策
（
第
一
次
試
案

』
批
判
の
決
定
版
！

）

№
４
４
（
一
九
七
九
年
二
月
一
日
）

巻
頭
言
◇
Ｄ
Ｄ
Ｒ
建
国
三
○
年
の
歴
史
に
ま
な
ぶ

カ
ン
ボ
ジ
ア
問
題
を
ど
う
み
る
か
①

政
党
に
な
っ
た
（
？
）
千
葉
県
労
連

役
選
は
告
示
期
間
中
だ
け
の
運
動
で
は
な
い

―
京
成
労
組
役
選
に
現
わ
れ
た
介
入
策
動
―

◇
投
稿
◇
社
会
党
『
中
期
経
済
政
策
』
を
考
え
る

◇
資
料
と
解
説
◇

沖
電
気
の
指
名
解
雇
の
意
味
す
る
も
の

資
料
①
沖
電
気
指
名
解
雇
撤
回
の
訴
訟
を
お
こ
す
に
あ
た
っ
て

資
料
②
反
合
理
化
闘
争
を
終
わ
っ
て
（
沖
電
気
委
員
長
樋
口
敏
）

◇
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
と
は
何
か
（
二
七
）
◇

改
良
主
義
者
は
階
級
対
立
を
忘
れ
て
い
る
！
―
「
構
造
改
革
論
」
と
社
会
党
の
課
題
②
―

◇
増
刊
号
好
評
発
売
中
◇
定
価
四
○
○
円

社
会
党
『
中
期
経
済
政
策
（
第
一
次
試
案

』
批
判
の
決
定
版
！

）
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№
４
５
（
一
九
七
九
年
二
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
経
済
相
互
援
助
会
議
の
三
○
周
年

◇
岩
井
章
氏
に
き
く
①
◇

七
九
春
闘
へ
の
基
本
視
点

日
本
資
本
主
義
は
「
危
機
」
に
た
っ
て
い
る
か

エ
ン
ゲ
ル
ス
の
基
本
矛
盾
は

「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
偏
見
」
か
？
！

―
大
内
力
氏
の
新
〝
社
会
主
義
〟
論
批
判
③
―

◇
資
料
と
解
説
◇

全
逓
反
マ
ル
生
闘
争
に
つ
い
て

資
料
全
逓
第
七
二
回
臨
時
中
央
委
議
案

反
マ
ル
生
闘
争
の
中
間
総
括
と

今
後
の
た
た
か
い
方

ポ
ル
・
ポ
ト
政
権
に
よ
る
大
虐
殺

―
カ
ン
ボ
ジ
ア
問
題
を
ど
う
み
る
か
②
―

◇
号
外
発
行
の
お
知
ら
せ
◇

№
４
６
（
一
九
七
九
年
二
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
キ
ュ
ー
バ
革
命
二
○
周
年

社
会
党
第
四
三
回
大
会
と
「
中
期
経
済
政
策
」

◇
岩
井
章
氏
に
き
く
②
◇

七
九
春
闘
へ
の
基
本
視
点

◇
投
稿
・
福
島
か
ら
の
報
告
◇

県
本
部
の
「
統
一
」
問
題
に
つ
い
て
①

「
止
揚
」
す
べ
き
は
大
内
理
論
の
〝
内
在
矛
盾
〟

―
大
内
力
氏
の
新
〝
社
会
主
義
〟
論
批
判
④

長
期
闘
争
へ
の
構
え
を
明
ら
か
に
し
た

全
逓
臨
時
中
央
委

資
料
全
逓
と
組
合
員
を
ひ
ぼ
う
、

中
傷
（
新
見
事
務
局
長
の
年
頭
挨
拶
）

職
場
か
ら
の
共
闘
を
強
め
よ
う
！

―
郵
政
マ
ル
生
を
許
す
な
―

マ
ル
ク
ス
レ
ー
ニ
ン
主
義
と
は
何
か
（
二
八
）
◇

反
合
理
化
闘
争
が
統
一
戦
線
の
土
台

―
「
構
造
改
革
論
」
と
社
会
党
の
課
題
④
―

◇
緊
急
号
外
・
二
月
中
旬
発
行
◇
予
価
四
○
○
円

階
級
的
労
働
運
動
の
原
点
―

不
況
・
赤
字
攻
撃
と
ど
う
た
た
か
う
か
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№
４
７
（
一
九
七
九
年
三
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
反
撃
の
好
機
・
そ
の
条
件

反
独
占
の
視
点
で
補
強
、
だ
が
迫
力
を
欠
く

―
社
会
党
第
四
三
回
大
会

運
動
方
針
小
委
員
会
討
論
―

注
目
集
め
る
全
電
通
労
組
の
動
向

七
九
春
闘
を
か
く
た
た
か
う

―
昭
電
の
仲
間
か
ら
の
報
告
①
―

「
止
揚
」
す
べ
き
は
大
内
理
論
の
〝
内
在
矛
盾
〟
②

―
大
内
力
氏
の
新
〝
社
会
主
義
〟
論
批
判
⑥
―

◇
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
と
は
何
か
（
二
九
）

「
窮
乏
化
」
法
則
と
労
働
者
階
級

―
「
構
造
的
革
論
」
と
社
会
党
の
課
題
⑤
―

読
者
か
ら
の
た
よ
り

◇
緊
急
号
外
・
二
月
中
旬
発
行
◇
予
価
四
○
○
円

階
級
的
労
働
運
動
の
原
点
―

不
況
・
赤
字
攻
撃
と
ど
う
た
た
か
う
か

№
４
８
（
一
九
七
九
年
三
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
中
国
は
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
手
を
引
け

反
合
理
化
闘
争
路
線
再
構
築
の
た
め
に
①

拡
が
っ
た
全
逓
労
働
者
の
団
結

―
反
マ
ル
生
闘
争
を
た
た
か
っ
て
―

統
一
自
治
体
選
挙
へ
の
基
本
視
点

第
二
基
本
給
を
撤
回
さ
せ
た
！

―
相
模
鉄
道
労
組
の
た
た
か
い
と
教
訓
―

◇
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
と
は
何
か
（
三
〇
）

「
窮
乏
化
」
法
則
と
労
働
者
階
級
（
二
）

―
「
構
造
改
造
論
」
と
社
会
党
の
課
題
⑥
―

本
誌
拡
大
の
お
ね
が
い

読
者
か
ら
の
た
よ
り

◇
緊
急
号
外
・
好
評
発
売
中
◇
定
価
四
○
○
円
階
級
的
労
働
運
動
の
原
点
―

不
況
・
赤
字
攻
撃
と
ど
う
た
た
か
う
か
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№
４
９
（
一
九
七
九
年
三
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
『
減
量
経
営
の
貫
徹
』
と
反
省

明
確
に
な
っ
た
協
会
攻
撃
の
真
の
ね
ら
い

―
反
合
理
化
闘
争
路
線
再
構
築
の
た
め
に
②
―

〝
人
民
資
本
主
義
〟
論
の
新
変
種

―
大
内
力
氏
の
〝
新
社
会
主
義
〟
論
批
判
（
七
）

ベ
ト
ナ
ム
の
平
和
を
破
壊
す
る
中
国

◇
グ
エ
ン
・
ザ
ッ
プ
ベ
ト
ナ
ム
大
使
に
き
く
◇

中
国
の
侵
略
は
世
界
平
和
へ
の
脅
威

七
九
春
闘
を
か
く
た
た
か
う

―
昭
和
電
工
の
仲
間
か
ら
の
報
告
②

本
誌
拡
大
の
お
ね
が
い

◇
緊
急
号
外
・
好
評
発
売
中
◇
定
価
四
○
○
円

階
級
的
労
働
運
動
の
原
点
―

不
況
・
赤
字
攻
撃
と
ど
う
た
た
か
う
か

№
５
０
（
一
九
七
九
年
四
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
成
田
前
委
員
長
の
急
逝
を
悼
む

階
級
闘
争
の
焦
点
は
思
想
闘
争
だ

―
反
合
理
化
闘
争
路
線
再
構
築
の
た
め
に
③
―

〝
人
民
資
本
主
義
〟
論
の
新
種
②

―
大
内
力
の
新
〝
社
会
主
義
〟
論
批
判
（
八
）

◇
投
稿
◇
社
会
主
義
政
党
と
労
働
組
合

イ
ラ
ン
情
勢
理
解
の
た
め
に

正
義
の
事
業
へ
の
支
援

―
カ
ス
ト
ロ
・
キ
ュ
ー
バ
首
相
の
発
言
―

七
九
春
闘
方
針
き
ま
る

本
誌
拡
大
の
お
ね
が
い

◇
緊
急
号
外
・
好
評
発
売
中
◇
定
価
四
○
○
円

階
級
的
労
働
運
動
の
原
点
―

不
況
・
赤
字
攻
撃
と
ど
う
た
た
か
う
か
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№
５
１
（
一
九
七
九
年
四
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
統
一
地
方
選
挙
の
争
点
は
何
か

悔
を
千
載
に
残
す
？
「
日
中
共
同
声
明
」
と
「
日
中
条
約
」

―
衆
院
予
算
委
員
会
で
石
橋
政
嗣
氏
が
質
問
―

誰
が
東
南
ア
ジ
ア
で
膨
張
政
策
を
実
行
し
て
い
る
か

労
働
戦
線
統
一
の
触
媒
的
役
割
を
強
調

―
全
国
労
働
組
合
総
連
合
結
成
大
会
開
く
―

わ
が
国
に
資
本
家
階
級
は
い
な
い
？

―
〝
人
民
資
本
主
義
〟
論
の
新
変
種
③
―

◇
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
と
は
何
か
（
三
一

「
経
営
参
加

「
政
策
」
に
つ
い
て

）

」

―
「
構
造
改
革
論
」
と
社
会
党
の
課
題
（
七
）
本
誌
拡
大
の
お
ね
が
い

◇
緊
急
号
外
・
好
評
発
売
中
◇
定
価
四
○
○
円

階
級
的
労
働
運
動
の
原
点
―

不
況
・
赤
字
攻
撃
と
ど
う
た
た
か
う
か

№
５
２
（
一
九
七
九
年
四
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
「
反
安
保
」
の
骨
ぬ
き
を
は
か
る
『
し
ん
ろ
』

◇
座
談
会
◇

宮
川
睦
男
氏
（
元
三
池
労
組
組
合
長
）
を
偲
ぶ

（
出
席
者
）

向
坂
逸
郎
（
元
九
大
教
授
）

塚
元
敦
義
（
元
三
池
労
組
書
記
長
）

灰
原
茂
雄
（
元
三
池
労
組
書
記
長
）

◇
資
料
と
解
説
◇

「
原
子
力
計
画
は
た
だ
ち
に
中
止
せ
よ
」

―
米
・
原
発
事
故
で
社
会
党
が
「
申
し
入
れ
」
―

資
料

米
・
原
発
事
故
に
つ
い
て
の
「
申
し
入
れ
」

マ
ル
生
・
八
万
人
合
理
化
の
嵐
に
抗
し
て

岩
井
章

読
者
か
ら
の
た
よ
り

本
誌
拡
大
の
お
ね
が
い

◇
緊
急
号
外
・
好
評
発
売
中
◇
定
価
四
○
○
円

階
級
的
労
働
運
動
の
原
点
―

不
況
・
赤
字
攻
撃
と
ど
う
た
た
か
う
か
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№
５
３
（
一
九
七
九
年
五
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
統
一
地
方
選
前
半
の
結
果
か
ら

反
合
理
化
闘
争
放
棄
の
「
経
済
民
主
主
義
」
路
線

―
反
合
理
化
闘
争
路
線
の
再
構
築
の
た
め
に
―

「
七
九
春
闘
」
の
推
移
を
み
る

資
料
①
日
経
連
・
現
下
の
経
済
情
勢
に
つ
い
て
の
見
解

資
料
②
労
使
関
係
を
配
慮
（
小
松
新
日
鉄
常
務
の
談
話
）

日
東
タ
イ
ヤ
（
神
奈
川
）
で
も

八
名
が
実
質
的
指
名
解
雇

―
活
動
家
排
除
が
資
本
の
カ
マ
エ
―

労
働
組
合
主
義
が
全
電
通
の
基
本
路
線

―
『
中
央
公
論
』
四
月
号
で
及
川
委
員
長
が
発
言
全
逓
反
マ
ル
生
闘
争
に
大
弾
圧
？

―
百
四
十
名
が
免
職
・
解
雇
の
対
象
―

編
集
部
か
ら
の
お
し
ら
せ

◇
緊
急
号
外
・
好
評
発
売
中
◇
定
価
四
○
○
円

階
級
的
労
働
運
動
の
原
点
―

不
況
・
赤
字
攻
撃
と
ど
う
た
た
か
う
か

№
５
４
（
一
九
七
九
年
五
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
全
逓
へ
の
弾
圧
の
意
味
す
る
も
の

「
統
一
」
で
は
な
く
、
労
働
組
織
の
分
裂
と
再
編

―
労
働
戦
線
再
編
統
一
論
の
意
味
す
る
も
の
―

全
電
通
・
千
葉
闘
争
の
教
訓
①

―
反
合
理
化
闘
争
路
線
再
構
築
の
た
め
に
―

労
働
基
準
法
改
悪
の
背
景
と
問
題
点

松
陰
先
生
と
青
年
労
働
者

本
誌
拡
大
の
お
ね
が
い

◇
緊
急
号
外
・
好
評
発
売
中
◇
定
価
四
○
○
円

階
級
的
労
働
運
動
の
原
点
―

不
況
・
赤
字
攻
撃
と
ど
う
た
た
か
う
か
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№
５
５
（
一
九
七
九
年
五
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
七
九
春
闘
総
括
へ
の
基
本
視
点

「
保
守
・
中
道
の
勝
利
」
は
正
し
い
見
方
？

―
統
一
地
方
選
挙
結
果
の
意
味
す
る
も
の
―

Ｓ
Ｓ
Ｋ
（
佐
世
保
重
工
業

「
労
愛
会
」
に
ク
サ
ビ

）

―
佐
世
保
市
に
お
け
る
統
一

地
方
選
の
た
た
か
い
か
ら
―

資
料
富
山
市
長
選
報
告

た
た
か
い
と
っ
た
九
万
二
千
票
①

組
合
機
関
へ
の
信
頼
と
組
合
民
主
主
義
が
生
命

―
全
電
通
・
千
葉
闘
争
の
教
訓
二
―

ベ
ト
ナ
ム
人
民
は
勝
利
す
る

―
人
民
軍
参
謀
総
長
と
の
一
問
一
答
―

資
料
同
盟

「
総
連
合
」
ヘ
の
見
解
を
発
表

、

◇
緊
急
号
外
・
好
評
発
売
中
◇

階
級
的
労
働
運
動
の
原
点
―
定
価
四
○
○
円

不
況
・
赤
字
攻
撃
と
ど
う
た
た
か
う
か

№
５
６
（
一
九
七
九
年
六
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
日
経
連
の
七
九
春
闘
総
括

統
一
戦
線
運
動
の
発
展
の
た
め
に

◇
石
橋
政
嗣
氏
に
聞
く
◇

全
野
党
共
闘
路
線
は
統
一
戦
線
の
別
名

◇
投
稿
◇
労
働
者
階
級
の
組
織
と
実
態
は
前
進

各
党
の
選
挙
総
括
を
み
る

―
統
一
地
方
選
挙
結
果
の
意
味
す
る
も
の
②
―

資
料
富
山
市
長
選
報
告
②

た
た
か
い
と
っ
た
九
万
二
千
票

数
字
が
し
め
す
首
切
り
、
即
利
潤
の
拡
大

沖
電
気
の
仲
間
が
パ
ン
フ
第
二
集
を
発
行

◇
緊
急
号
外
・
好
評
発
売
中
◇
定
価
四
○
○
円

階
級
的
労
働
運
動
の
原
点
―

不
況
・
赤
字
攻
撃
と
ど
う
た
た
か
う
か
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№
５
７
（
一
九
七
九
年
六
月
一
一
日
）

特
集
・

一
党
支
持
見
直
し
」
の
提
言
を
論
ず

「

◇
巻
頭
言
◇
社
会
主
義
政
党
と
労
働
組
合

総
評
の
社
会
党
支
持
解
消
は
敵
前
武
装
解
除
だ
！

階
級
的
労
働
運
動
の
自
覚
と
気
迫
が
欠
除

―
総
評
「
労
働
戦
線
統
一
に
つ
い
て
の
問
題
提
起
」
を
論
ず
―

「
社
会
党
一
党
支
持
見
直
し
」
に
強
い
批
判
―
総
評
第
四
回
拡
大
評
議
員
会
の
報
告
―

資
料
①
社
会
党
と
の
新
た
な
協
力
関
係
へ
の
提
言
（
全
文
）

資
料
②
拡
大
評
議
員
会
で
の
槙
枝
議
長
あ
い
さ
つ

資
料
③
総
評
・
労
働
戦
線
統
一
に
つ
い
て
の
問
題
提
起

緊
急
号
外
・
階
級
的
労
働
運
動
の
原
点
」
紹
介

◇
編
集
部
だ
よ
り
◇

◇
緊
急
号
外
・
好
評
発
売
中
◇
定
価
四
○
○
円

階
級
的
労
働
運
動
の
原
点
―

不
況
・
赤
字
攻
撃
と
ど
う
た
た
か
う
か

№
５
８
（
一
九
七
九
年
六
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
闘
争
路
線
の
再
確
立
を
急
ご
う

岩
井
章
氏
に
聞
く
◇
労
戦
統
一
問
題
へ
の
基
本
視
点

全
逓
反
マ
ル
生
闘
争
と
八
○
年
代
運
動
―
職
場
か
ら
の
統
一
闘
争
を
―

「
春
闘
見
直
し
」
論
と
「
選
別
支
持
」
の
背
景

―
全
電
通
・
千
葉
闘
争
の
教
訓
③
―

イ
ギ
リ
ス
保
守
党
の
勝
利
の
背
景
と
ゆ
く
え

◇
緊
急
号
外
・
好
評
発
売
中
◇
定
価
四
○
○
円

階
級
的
労
働
運
動
の
原
点
―

不
況
・
赤
字
攻
撃
と
ど
う
た
た
か
う
か

№
５
９
（
一
九
七
九
年
七
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
職
場
総
点
検
と
統
一
闘
争
の
強
化

◇
向
坂
逸
郎
氏
に
聞
く
◇

組
織
は
労
働
者
に
と
っ
て
〃
カ
〃
で
あ
る

い
よ
い
よ
は
っ
き
り
し
た
独
占
資
本
の
ネ
ラ
イ

―
七
九
春
闘
の
総
括
を
ど
う
考
え
る
か
―

◇
投
稿
◇
思
想
統
一
が
社
会
党
前
進
の
か
ぎ

―
福
島
県
に
お
け
る
地
方
選
結
果
か
ら
―

京
成
闘
争
の
背
景
と
そ
の
経
過

反
マ
ル
生
闘
争
下
の
全
逓
の
動
向

◇
緊
急
号
外
・
好
評
発
売
中
◇
定
価
四
○
○
円

階
級
的
労
働
運
動
の
原
点
―
不
況
・
赤
字
攻
撃
と
ど
う
た
た
か
う
か
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№
６
０
（
一
九
七
九
年
七
月
一
一
日
）

反
合
理
化
闘
争
の
再
生
を
望
む
―
国
労
第
四
一
回
全
国
大
会
方
針
を
読
む
―

「
希
望
退
職
」
を
撤
回
さ
せ
た
！

―
第
二
次
京
成
闘
争
の
背
景
と
た
た
か
い
の
報
告
「
社
会
主
義
の
貧
困
」
か
、

「
貧
困
な
社
会
主
義
」
か
―
『
月
刊
総
評
』
の
新
田
論
文
を
論
ず
―

い
わ
ゆ
る
「
ベ
ト
ナ
ム
難
民
」
問
題
に
つ
い
て

原
稿
募
集
の
お
ね
が
い

本
誌
拡
大
の
お
ね
が
い

◇
緊
急
号
外
・
好
評
発
売
中
◇
定
価
四
○
○
円

階
級
的
労
働
運
動
の
原
点
―
不
況
・
赤
字
攻
撃
と
ど
う
た
た
か
う
か

№
６
１
（
一
九
七
九
年
七
月
二
一
日
）

反
合
理
化
闘
争
の
強
化
が
急
務
―
七
九
春
闘
総
括
の
視
点
に
つ
い
て
―

総
評
・
七
九
年
度
運
動
方
針
を
読
ん
で

イ
ン
ド
シ
ナ
難
民
問
題
の
根
源

コ
メ
コ
ン
総
会
と
東
京
サ
ミ
ッ
ト

◇
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
と
は
何
か
（
三
三
）

構
造
改
革
論
の
改
良
主
義
的
性
格
①
―
当
面
す
る
労
働
者
階
級
の
任
務
は
何
か
―

編
集
部
か
ら
の
お
ね
が
い

◇
緊
急
号
外
・
好
評
発
売
中
◇
定
価
四
○
○
円

階
級
的
労
働
運
動
の
原
点
―

不
況
・
赤
字
攻
撃
と
ど
う
た
た
か
う
か

№
６
２
（
一
九
七
九
年
八
月
一
日
）

東
京
サ
ミ
ッ
ト
の
政
治
的
、
経
済
的
意
味

石
油
の
諸
問
題
と
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
」

◇
投
稿
◇
科
学
と
教
条
の
ス
リ
カ
エ

―
『
月
刊
総
評
』
の
新
田
論
文
を
読
ん
で
―

資
料
社
会
党
「
五
人
委
員
会
」
ヘ
の
提
言

―
社
会
党
労
働
政
策
委
員
会
・
社
会
保
障
政
策
委
員
会
合
同
会
議
―

◇
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
と
は
何
か
（
三
三
）

改
良
主
義
は
く
り
返
し
あ
ら
わ
れ
る

―
『
構
造
改
革
論
と
改
良
主
義
的
性
格
』
②
―

ソ
連
に
お
け
る
一
部
商
品
の
国
家
小
売
価
格
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て

◇
緊
急
号
外
・
好
評
発
売
中
◇
定
価
四
○
○
円

階
級
的
労
働
運
動
の
原
点
―

不
況
・
赤
字
攻
撃
と
ど
う
た
た
か
う
か
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№
６
３
（
一
九
七
九
年
八
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
労
働
組
合
と
文
化
闘
争

社
会
党
と
い
わ
ゆ
る
「
八
○
年
代
」
構
想

総
評
七
九
年
度
運
動
方
針
案
の
問
題
点
②

参
加
体
制
で
総
合
生
活
闘
争
を
推
進
？
―
電
機
労
連
第
二
七
回
大
会
報
告
―

国
鉄
、
七
万
人
要
員
削
減
を
公
表

資
料
国
鉄
再
建
の
基
本
構
想
案
（
全
文
）

前
進
す
る
沖
電
気
の
仲
間
の
た
た
か
い

◇
緊
急
号
外
・
好
評
発
売
中
◇
定
価
四
○
○
円

階
級
的
労
働
運
動
の
原
点
―

不
況
・
赤
字
攻
撃
と
ど
う
た
た
か
う
か

№
６
４
（
一
九
七
九
年
八
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
組
合
大
会
を
傍
聴
し
て

「
企
一
、
二
号
」
の
実
践
、
定
着
が
課
題
―
全
逓
第
三
二
回
大
会
報
告
―

七
○
年
代
労
働
運
動
の
総
括
を
欠
く
―
総
評
七
九
年
度
運
動
方
針
案
の
問
題
点
―

ニ
カ
ラ
グ
ア
情
勢
理
解
の
た
め
に

―
ニ
カ
ラ
グ
ア
に
お
け
る
階
級
闘
争
と
そ
の
歴
史
①
―

◇
資
料
と
解
説
◇

労
戦
統
一
に
つ
い
て
の
同
盟
の
見
解

資
料
労
働
戦
線
統
一
の
今
日
的
意
義
と

同
盟
の
方
針
に
つ
い
て

◇
緊
急
号
外
・
好
評
発
売
中
◇
定
価
四
○
○
円

階
級
的
労
働
運
動
の
原
点
―
不
況
・
赤
字
攻
撃
と
ど
う
た
た
か
う
か

）

№
６
５
（
一
九
七
九
年
九
月
一
日

◇
巻
頭
言
◇
な
に
を
な
す
べ
き
か

と
も
に
悩
み
、
考
え
、
た
た
か
お
う
―
国
労
第
四
一
回
全
国
大
会
報
告
①
―

春
闘
、
反
合
理
化
闘
争
の
再
構
築
が
課
題

―
全
電
通
第
三
二
回
大
会
方
針
案
を
読
ん
で
―

反
合
理
化
闘
争
否
定
の
「
参
加
」
路
線

―
総
評
新
運
動
方
針
案
の
問
題
点
③
―

勝
利
し
た
サ
ン
デ
ィ
ニ
ス
タ
解
放
戦
線

―
ニ
カ
ラ
グ
ア
情
勢
の
理
解
の
た
め
②
―

労
働
者
自
主
管
理
研
究
会
議
が
『
道
』
批
判

◇
緊
急
号
外
・
好
評
発
売
中
◇
定
価
四
○
○
円

階
級
的
労
働
運
動
の
原
点
―
不
況
・
赤
字
攻
撃
と
ど
う
た
た
か
う
か
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№
６
６
（
一
九
七
九
年
九
月
一
一
日
）

社
会
党
の
「
民
社
党
」
化
が
そ
の
本
質

―
労
働
者
自
主
管
理
研
究
会
議
「
報
告
」
の
意
味
す
る
も
の
―

「
中
道
」
を
め
ぐ
っ
て
は
げ
し
い
綱
引
き
―
現
政
局
へ
の
基
本
視
点
―

新
運
動
方
針
案
に
批
判
と
と
ま
ど
い
―
総
評
第
五
九
回
定
期
大
会
報
告
―

理
論
学
者
と
交
流
か
ら
強
い
団
結
ヘ
―
靴
労
働
者
の
た
た
か
い
と
そ
の
課
題
―

◇
緊
急
号
外
・
好
評
発
売
中
◇
定
価
四
○
○
円

階
級
的
労
働
運
動
の
原
点
―
不
況
・
赤
字
攻
撃
と
ど
う
た
た
か
う
か

№
６
７
（
一
九
七
九
年
九
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
批
判
の
自
由
と
行
動
の
統
一

だ
れ
が
だ
れ
を
海
か
ら
脅
か
し
て
い
る
か
―
〃
ソ
連
の
脅
威
〃
の
神
話
に
つ
い
て
―

原
則
を
ふ
ま
え
る
こ
と
が
一
番
の
近
道
―
私
鉄
総
連
第
四
三
回
定
期
大
会
報
告
―

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
の
理
論
が

マ
ル
ク
ス
主
義
の
核
心
―
労
大
創
立
二
五
周
年
集
会
で
向
坂
氏
語
る
―

「
財
政
再
建
」
を
口
実
と
す
る
赤
字
攻
撃
が
選
挙
の
争
点
③

―
大
平
首
相
の
所
信
表
明
演
説
を
読
ん
で
―

「
教
条
」
を
知
ら
ず
し
て

「
教
条
」
を
論
ず
る
な

、

―
『
構
造
改
革
論
と
改
良
主
義
的
性
格
』
③
―

緊
急
号
外
（
九
月
末
発
行
）
内
容
紹
介

マ
ル
ク
ス
主
義
学
説
の
擁
護
（
仮
題
）
―
労
働
者
自
主
管
理
研
究
会
「
報
告
」
批
判

№
６
８
（
一
九
七
九
年
一
〇
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
ヤ
ミ
給
与
と
カ
ラ
出
張

現
代
の
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
―
馬
場
宏
二
氏
の
頭
脳
の
「
窮
乏
化
」
―

「
労
使
協
力
」
が
景
気
回
復
の
主
要
因

―
七
九
年
版
「
日
本
の
労
働
経
済
事
情

（
日
経
連
）
か
ら
―

」

▽
向
坂
逸
郎
著
『
労
働
者
と
と
も
に
』
を
読
ん
で
△

現
在
の
労
働
運
動
を
考
え
る
絶
好
の
書

◇
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
と
は
何
か
（
三
六
）

社
会
主
義
政
党
と
「
政
策
」

―
『
構
造
改
革
論
と
改
良
主
義
的
性
格
』
四
―

◇
ト
ラ
イ
・
ア
ン
ド
・
エ
ラ
―
①

思
想
界
の
〃
難
民
〃

緊
急
号
外
発
行
の
お
知
ら
せ

「
道
」
批
判
者
た
ち
へ
の
反
批
判
発
行
の
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№
６
９
（
一
九
七
九
年
一
〇
月
一
一
日
）

巻
頭
言
◇
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
と
職
場
闘
争

◇
向
坂
逸
郎
氏
に
聞
く
◇

マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
と
は
何
か

大
内
力
君
は
マ
ル
ク
ス
主
義
者
で
は
な
い
／
改
良
主
義
の
二
つ
の
傾
向
／
資
本
主
義
の
基
本
矛
盾
／

自
由
と
必
然
／
古
い
こ
と
を
い
う
大
内
君
／
「
窮
乏
化
法
則
」
に
つ
い
て
／
「
窮
乏
化
法
則
」
と
社

会
主
義
ユ
ー
ロ
コ
ミ
ュ
ユ
ズ
ム
は
ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
み
た
い
な
も
の
／
「
プ
ロ
独
裁
」
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア

ジ
ー
／
「
プ
ロ
独
裁
」
は
階
級
闘
争
の
必
然
的
結
果

「
中
産
階
級
化
」
と
い
う
名
の
思
想
攻
撃

資
料
高
沢
寅
男
氏
（
東
京
五
区
）
非
推
せ
ん
の
経
過
と
全
電
通
の
対
応

緊
急
号
外
発
行
も
お
知
ら
せ
（
一
○
月
一
日
発
行
）

「

道
』
批
判
者
た
ち
へ
の
反
批
判
」
発
行
の

『
№
７
０
（
一
九
七
九
年
一
〇
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
総
選
挙
の
結
果
を
み
る

な
ぜ
社
会
党
を
支
持
し
て
選
挙
闘
争
を
闘
う
の
か
―
新
潟
に
お
け
る
青
年
選
対
の
活
動
か
ら
―

た
た
か
う
仲
間
が
多
勢
い
る
！

―
第
七
回
権
利
問
題
研
究
会
全
国
討
論
集
会
に
参
加
し
て
―

デ
ッ
チ
上
げ
の
〃
キ
ュ
ー
バ
問
題
〃

新
田
教
授
が
社
民
連
侯
補
を
推
せ
ん

◇
ト
ラ
イ
・
ア
ン
ド
・
エ
ラ
ー
―
②

革
新
が
試
さ
れ
る

資
料
①
総
評
脱
退
を
準
備
（
鉄
鋼
労
連
の
労
戦
統
一
方
針
）

資
料
②
年
内
に
統
一
準
備
会
を
発
足

（
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
の
労
戦
統
一
方
針
）

◇
緊
急
号
外
・
好
評
発
売
中
◇
定
価
五
○
○
円

『
道
』
批
判
者
た
ち
へ
の
反
批
判
―

『
道
』
と
科
学
的
社
会
主
義
の
擁
護

№
７
１
（
一
九
七
九
年
十
一
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
マ
ス
コ
ミ
の
う
そ

「
燃
立
つ
よ
う
な
論
争
」
な
く
し
て
党
の
前
進
は
な
い

資
本
蓄
積
の
一
般
的
法
則
の
貫
徹
を
実
証
―
第
三
五
回
総
選
挙
結
果
の
意
味
す
る
も
の
―

非
同
盟
運
動
は
〃
世
界
政
治
の
有
力
な
要
素
〃

―
第
六
回
非
同
盟
諸
国
首
脳
会
議
の
成
果
―

職
場
の
仲
間
は
〃
た
た
か
う
社
会
党
〃
を
求
め
て
い
る

沖
の
仲
間
が
統
一
争
議
団
を
形
成

◇
緊
急
号
外
・
好
評
発
売
中
◇
定
価
五
○
○
円

『
道
』
批
判
者
た
ち
へ
の
反
批
判
―

『
道
』
と
科
学
的
社
会
主
義
の
擁
護
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№
７
２
（
一
九
七
九
年
一
一
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
階
級
闘
争
と
商
業
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

自
民
〃
敗
北
〃
の
宣
伝
と
真
の
ネ
ラ
イ

―
第
三
五
回
総
選
挙
と
社
会
党
の
教
訓
―

政
権
擁
護
の
体
制
（
プ
ロ
独
）
な
く
し
て
社
会
主
義
は
実
現
し
な
い

―
ホ
ル
ン
ス
ト
・
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
氏
の
講
演
か
ら
―

「
左
」
右
の
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
と
統
一
戦
線

飛
鳥
田
委
員
長
当
選
の
原
動
力

―
労
働
者
の
組
織
さ
れ
た
力
―

党
・
労
組
の
右
傾
化
に
反
撃
し
よ
う
！

―
東
京
五
区
の
た
た
か
い
の
経
験
―

◇
緊
急
号
外
・
好
評
発
売
中
◇
定
価
五
○
○
円

『
道
』
批
判
者
た
ち
へ
の
反
批
判
―

『
道
』
と
科
学
的
社
会
主
義
の
擁
護

№
７
３
（
一
九
七
九
年
一
一
月
二
一
日
）

沖
電
気
が
統
一
争
議
団
を
結
成

―
秦
・
板
橋
両
氏
に
き
く
―

公
明
党
と
の
共
闘
の
条
件

―
第
三
五
回
総
選
挙
と
社
会
党
の
教
訓
②
―

ペ
テ
ン
で
塗
ら
れ
た

「
昭
和
五
三
年
度
国
鉄
監
査
報
告
書
」
危
機
感
が
議
席
を
守
る

―
千
葉
県
一
区
の
た
た
か
い
の
報
告
―

労
働
者
党
と
し
て
の
思
想
性
の
碓
立
が
課
題

―
大
阪
で
の
選
挙
結
果
か
ら
の
教
訓
―

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
飢
え
は
誰
の
せ
い
か

読
者
か
ら
の
た
よ
り

◇
緊
急
号
外
・
好
評
発
売
中
◇
定
価
五
○
○
円

『
道
』
批
判
者
た
ち
へ
の
反
批
判
―

『
道
』
と
科
学
的
社
会
主
義
の
擁
護
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№
７
４
（
一
九
七
九
年
一
二
月
一
日
）

大
衆
の
先
頭
に

―
第
三
五
回
総
選
挙
と
社
会
党
の
教
訓
③

総
評
運
動
の
最
近
の
傾
向

―
資
本
と
た
た
か
う
こ
と
が
労
働
運
動
の
第
一
歩
―

い
わ
ゆ
る
「
ヤ
ミ
給
与
」
攻
撃
の
な
か
で

―
「
ヤ
ミ
給
与
」
問
題
へ
の
社
会
党
千
葉
県
本
部
の
態
度
―

資
料
カ
ラ
超
勤
問
題
へ
の
政
労
協
の
声
明

政
府
の
悪
辣
な
賃
金
切
り
下
げ
攻
撃
に
反
撃
を

本
部
原
案
を
め
ぐ
り
激
論

―
全
逓
第
七
四
回
中
央
委
員
会
か
ら
―

◇
ト
ラ
イ
ア
ル
・
ア
ン
ド
・
エ
ラ
―
③

〃
忍
〃
の
一
字
、
の
中
味
を

職
場
の
機
関
誌
紙
か
ら

◇
緊
急
号
外
・
好
評
発
売
中
◇
定
価
五
○
○
円

『
道
』
批
判
者
た
ち
へ
の
反
批
判
―

『
道
』
と
科
学
的
社
会
主
義
の
擁
護

№
７
５
（
一
九
七
九
年
一
二
月
一
一
日
）

名
実
と
も
に
首
切
り
反
対
を
！

―
第
三
五
回
総
選
挙
と
社
会
党
の
教
訓
④
―

「
首
切
り
」
の
放
任
に
つ
な
が
る
（
？
）

鉄
鋼
五
社
回
答

―
「
六
○
歳
定
年
延
長
」
の
意
味
す
る
も
の
―

資
料
①
鉄
鋼
五
社
回
答
（
全
文
）

組
合
民
主
主
義
が
問
わ
れ
て
い
る
！

―
全
電
通
福
島
県
支
部
の

再
確
認
問
題
に
つ
い
て
―

資
料
②
全
電
通
東
北
地
方
本
部
闘
争
連
絡
第
一
号

社
・
公
の
選
挙
協
力
と
「
政
権
構
想
」

―
自
民
の
排
除
こ
そ
不
可
欠
―

地
区
労
代
表
者
か
ら
自
信
に
み
ち
た
発
言

―
総
評
「
地
域
労
働
運
動
を
強
め
る
た
め
の
全
国
集
会
」
報
告
―

「
労
基
法
改
悪
」
問
題
に
思
う

◇
緊
急
号
外
・
好
評
発
売
中
◇

『
道
』
批
判
者
た
ち
へ
の
反
批
判
―

『
道
』
と
科
学
的
社
会
主
義
の
擁
護



- 15 -

№
７
６
（
一
九
七
九
年
一
二
月
二
一
日
）

労
働
運
動
と
政
治
闘
争

―
第
三
五
回
総
選
挙
と
社
会
党
の
教
訓
⑤

総
評
労
働
運
動
と
共
産
党
の
十
中
総

資
料
統
一
労
組
懇
世
話
人
組
合
の
呼
び
か
け

朝
鮮
そ
の
後
―
朴
大
統
領
射
殺
事
件
と
大
衆
―

配
転
攻
撃
を
考
え
る

―
日
東
タ
イ
ヤ
の
仲
間
の
一
総
括
―

統
一
は
た
た
か
い
と
る
も
の

―
沖
電
気
一
周
年
集
会
に
千
六
百
名
―

資
料
②
集
会
決
議

◇
資
料
と
解
説
◇
全
電
通
福
県
支
部
問
題
に
つ
い
て

◇
資
料
③
分
会
役
員
へ
の
「
誓
約
書
」

◇
ト
ラ
イ
ア
ル
・
ア
ン
ド
・
エ
ラ
―
④

富
さ
ん
と
有
珠
山

◇
緊
急
号
外
・
好
評
発
売
中
◇
定
価
五
○
○
円

『
道
』
批
判
者
た
ち
へ
の
反
批
判
―

『
道
』
と
科
学
的
社
会
主
義
の
擁
護


